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人
物
」
の
紹
介
と
し
た
い
。

人
々
の
生
活
と
、
歳
月
の
流
れ
に
よ
っ
て
い
つ
か
築
か
れ
て
き
た
も
の
が
、
歴
史
で
あ
り
文
化
で
あ
る
。
し
か
し

そ
の
歴
史
や
文
化
に
は
、
気
候
や
農
漁
業
な
ど
の
天
然
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
否
か
な
ど
、
生
活
環
境
の
よ
し

あ
し
に
よ
っ
て
か
な
り
の
差
が
生
じ
て
く
る
。
ま
た
、
地
理
的
環
境
か
ら
生
じ
る
住
民
の
土
着
性
に
よ
る
影
響
も
見
逃
せ
な
い
だ
ろ
う
。

大
間
の
例
で
い
え
ば
、
生
活
環
境
を
見
る
と
束
北
を
海
に
接
し
た
半
島
突
端
の
町
で
あ
り
、
漁
業
に
は
恵
ま
れ
た
が
農
業
面
で
は

ほ
と
ん
ど
目
ぽ
し
い
も
の
が
見
ら
れ
な
い
。
季
候
も
厳
し
く
、
自
然
災
害
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
上
、
地
理
的
環
境
面
で
は
本
州
最

北
端
の
集
落
と
い
う
条
件
が
付
加
さ
れ
、
本
州
か
ら
北
海
道
へ
、
北
海
道
か
ら
本
州
へ
の
交
通
に
関
し
て
は
「
人
的
流
通
L

が
多
く

あ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
町
に
ど
っ
し
り
腰
を
据
え
て
永
住
し
よ
う
と
い
う
人
々
は
、
他
地
方
か
ら
の
移
住
者
を
含
め
て
も
か
な
り
限

ら
れ
た
人
員
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
大
間
に
あ
っ
て
一
定
の
居
住
形
態
を
保
ち
、
そ
こ
に
代
々
の
生
活
基
盤
を
置
い
て
き
た
戸
ロ
・

人
口
は
、
決
し
て
多
く
は
な
か
っ
た
。

大
間
の
寺
院
や
仏
閣
の
歴
史
が
比
較
的
浅
い
の
も
、
そ
の
永
住
性
の
希
薄
さ
と
無
縁
の
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
な
り

に
古
い
歴
史
が
あ
る
町
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
俗
文
化
財
や
伝
統
芸
能
の
数
が
乏
し
い
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
「
郷
土
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
物
L

を
選
定
す
る
場
合
、
出
生
か
ら
没
年
ま
で
判
然
と
し
て
い
る
人
物
の
功
績
・
偉
業
を

あ
か証

す
詳
細
な
資
料
が
乏
し
い
と
い
う
結
論
に
な
る
の
も
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
前
述
の
よ
う
な
地
理
的
環
境

で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
地
を
通
過
し
た
り
、
目
的
を
持
っ
て
訪
ね
た
り
、
こ
の
地
で
歴
史
的
仕
事
を
成
し
た
と
い
う
、

と
貴
重
な
接
点
を
持
つ
著
名
人
は
少
な
く
な
い
。

こ
の
章
で
は
、
可
能
な
限
り
「
大
間
の
人
物
」
を
幅
広
く
選
ぴ
出
し
、

大

間

群

像

そ
こ
に
「
大
間
ゆ
か
り
の
人
物
」
を
併
記
し
て
「
郷
土
の

い
わ
ば
大
間
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第12章 郷土の人物

松
前
か
ら
移
住
し
て
き
た
家
柄
で
、
岩
佐
又
兵
衛
作
と
い
わ
れ
る
「
洛
中
洛
外
図
」
の
金
屏
風
を
家
宝
と
し
て
い
た
。
代
々
、
村

も
も
た
き

長
老
と
し
て
神
社
仏
閣
に
よ
く
奉
仕
し
、
享
保
十
五
年
（
一
七
三

0
)
に
百
滝
稲
荷
大
明
神
を
勧
請
し
、
文
政
三
年
(
-
八
二

0
)

十
一
月
七
日
に
は
金
毘
羅
大
権
現
を
自
宅
に
祀
っ
た
と
記
録
に
あ
る
。
能
登
屋
は
代
々
能
登
屋
市
左
衛
門
を
名
乗
り
、
江
戸
期
の
回

や
ま
い
ち

漕
業
を
は
じ
め
明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
ま
で
ヘ
一
新
田
家
と
し
て
海
運
業
界
に
足
跡
を
記
し
た
。

菊
池
金
吾
・
雄
太
郎

菊
池
家
九
代
目
庸
棟
、
通
称
を
金
吾
゜

歳
。
博
学
多
識
の
人
で
明
治
維
新
後
に
身
を
興
し
、
常
に
県
政
の
要
職
に
あ
っ
て
大
ぎ
な
功
績
を
残
し
た
。
大
畑
か
ら
大
間
へ
移
住

能
登
屋
市
左
衛
門

年
（
一
七
二
六
）
九
月
二
十
三
日

大
間
の
人
物

伊
藤
五
左
衛
門

は
り
ふ
だ

梁
札
に
「
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）

七
月
、

天
妃
馬
祖
大
権
現
渡
海
自
在
郡
内
安
全
所
建
立
」
と
あ
り
、
棟
札
に
は
「
享
保
十
一

（
当
時
大
間
の
名
主
だ
っ
た
五
左
衛
門
が
村
の
守
護
神
と
し
て
）
天
妃
大
権
現
祠
建
立
」
と
あ
る
。

む

ら

お

さ

き

も

い

り

一
五
歳
で
大
間
に
住
み
、
船
乗
り
か
ら
村
長
に
ま
で
出
世
し
た
薩
摩
男
児
で
、
肝
煎
を
務
め
村
民
か
ら
「
川
向
か
い
の
家
」
と
し
て

一
目
置
か
れ
る
広
大
な
屋
敷
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
（
第
一

0
章
「
宗
教
」
第
一
節
参
照
）
。

文
政
三
年
(
-
八
―

10)
生
ま
れ
、

明
治
三
十
一
年
(
-
八
九
八
）
十
月
三
日
没
、

七
八
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し
て
き
た
の
は
明
治
二
十
五
年
ご
ろ
で
、
明
治
六
年
第
三
中
学
区
取
締
、
同
六
年
第
一
六
中
学
区
大
畑
小
学
一
等
学
校
掛
、
同
十
一

年
青
森
県
第
二
課
農
事
通
信
員
、
同
十
三
年
県
会
議
貝
、
同
十
六
年
下
北
郡
三
四
か
村
連
合
会
議
貝
な
ど
を
歴
任
し
た
。
ま
た
蔵
書

家
と
し
て
も
著
名
で
、
明
治
十
年
に
修
史
館
へ
大
量
の
書
籍
を
献
納
し
て
県
か
ら
礼
状
を
受
け
た
の
を
は
じ
め
、
各
種
教
育
事
業
、

救
済
事
業
、
諸
官
庁
へ
の
寄
付
な
ど
も
枚
挙
に
い
と
ま
な
く
、
昭
和
八
年
(
-
九
三
三
）
に
は
大
間
小
学
校
に
大
量
部
数
の
漢
籍
・

史
籍
を
寄
贈
し
て
い
る
。

雄
太
郎
は
庸
棟
（
金
吾
）
の
長
男
で
、
没
年
の
昭
和
八
年
以
外
は
不
詳
。
若
く
し
て
雄
飛
の
志
に
富
ん
で
お
り
、
明
治
初
年
に
は

え
さ
し

率
先
し
て
北
海
道
へ
渡
り
、
本
島
開
拓
に
努
め
た
。
明
治
十
三
年
に
は
道
北
の
宗
谷
・
枝
幸
両
郡
の
戸
長
と
な
り
、
土
地
の
発
展
に

寄
与
。
帰
郷
後
は
大
畑
村
長
、
大
間
小
学
校
教
貝
と
な
り
、
学
校
と
村
の
指
導
者
と
し
て
貢
献
し
た
。

江
戸
時
代
後
期
の
大
間
村
肝
煎
。
弘
化
四
年
(
-
八
四
七
）
の
『
大
間
浦
の
記
』
を
著
し
、
当
時
の
大
間
村
の
詳
細
を
紹
介
し
て

い
る
。
小
太
郎
氏
は
村
会
議
員
で
、
稲
荷
神
社
の
世
話
役
を
務
め
、
境
内
地
の
寄
付
な
ど
も
し
て
い
る
。

伝
法
屋
（
武
内
家
）

村
の
文
書
の
保
存
に
尽
力
し
、
現
存
す
る
『
武
内
家
文
書
』
二

0
0
点
余
は
貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
る
。
回
漕
業
も
営
み
、
五
十

集
札
、
掛
硯
、
建
築
物
、
仏
具
、
庭
園
な
ど
の
文
化
遺
産
も
多
く
残
し
て
い
る
。
そ
の
屋
敷
に
は
大
名
が
休
憩
し
た
記
録
も
あ
る

（
第
五
章
「
産
業
経
済
の
輿
隆
」
第
三
節
参
照
）
。

山
崎
屋
弥
兵
衛
・
米
澤
小
太
郎
父
子

875 



第12章 郷土の人物

め
、
北
海
道
で
漁
場
を
開
い
た
（
第
五
章
「
産
業
経
済
の
興
隆
」
第
三
節
参
照
）
。

佃
栄
太
郎

七
月
に
は
大
間
八
―
―
一
番
地
で
郵
便
業
務
を
開
始
し
た
（
第
二
章
「
大
間
町
の
歴
史
」
第
四
節
参
照
／

0

熊
谷
権
四
郎

松
前
藩
指
定
の
旅
館
の
ほ
か
、
仲
買
い
・
回
漕
業
を
営
み
、

竹
内
安
五
郎

古
く
か
ら
「
坂
の
上
の
家
」
と
い
わ
れ
、

嘉
永
元
年
(
-
八
四
八
）

熊
谷
寛
三
郎

明
治
初
年
に
は
二
隻
の
弁
財
船
を
所
有
。

明
治
五
年
(
-
八
七
二
）

明
治
二
十
三
年
(
-
八
九

0
)
大
間
地
区
の
初
代
区
長
（
総
代
）
、
大
間
稲
荷
神
社
総

代
、
初
代
大
奥
村
村
会
議
貝
、
三
十
六
年
三
月
漁
師
組
合
長
、
三
十
八
年
八
月
大
間
火
防
衛
生
組
合
長
、

な
ど
の
要
職
に
就
き
、
大
間
発
展
に
功
績
が
あ
っ
た
（
第
五
章
「
産
業
経
済
の
輿
隆
」
第
三
節
参
照
）
。

三
十
九
年
五
月
消
防
組
頭

一
月
三
十
一
日
没
、

五

月

二

十

二

日

生

ま

れ

、

明

治

二

十

五

年

(

-

八

九

二

）

四

四

歳

。

大

間

の

漁

師

ふ

か

は

え

な

わ

は

り

で
、
明
治
十
七
年
に
弁
天
島
沖
を
回
遊
す
る
鱚
の
大
群
を
発
見
し
、
延
縄
漁
の
仕
掛
け
を
研
究
、
試
行
錯
誤
の
末
に
特
殊
な
鉤
を
完

成
さ
せ
た
。
大
奥
村
初
代
村
会
議
員
（
第
五
章
「
産
業
経
済
の
興
隆
」
第
三
節
参
照
）
。

乾
飽
の
製
造
と
技
術
開
発
に
没
頭
し
、
熊
寛
飽
製
造
所
を
完
成
、
大
間
飽
の
名
を
世
間
に
広
め
た
。
消
防
団
長
の
要
職
を
長
く
務
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寛
保
年
間
二
七
四
一
ー
四
―
―
-
）
に
能
登
よ
り
初
代
茂
兵
衛
が
本
村
に
移
住
し
、
現
戸
主
興
村
幸
太
郎
ま
で
一
―
代
続
く
旧
家
で
、

六
代
目
か
ら
興
村
姓
と
な
る
。
大
森
林
を
保
有
し
て
大
間
を
代
表
す
る
殖
産
興
業
の
経
営
に
努
力
す
る
か
た
わ
ら
、
区
長
・
総
代
を

代
々
務
め
、
村
の
発
展
に
寄
与
し
て
ぎ
た
（
第
二
章
「
大
間
町
の
歴
史
」
第
四
節
参
照
）
。

宮
野
慶
吉
・
正
太
郎
父
子

天
保
十
三
年
(
-
八
四
二
）
生
ま
れ
、

き
が
ね

黄
金
屋
茂
兵
衛

廣

谷

六

郎

新
潟
県
出
身
の
軍
医
で
、
明
治
三
十
三
年
(
-
九

0
0
)
以
降
、
昭
和
九
年
(
-
九
二
四
）
二
月
十
五
日
死
去
ま
で
大
奥
村
村
医
、

大
間
小
学
校
校
医
、
在
郷
軍
人
会
会
長
を
歴
任
。
大
正
一
一
年
(
-
九
一
三
）
大
奥
村
村
会
議
貝
、
下
北
郡
医
師
会
副
会
長
、
昭
和
二

年
県
医
師
会
議
貝
、
同
八
年
に
は
教
育
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
（
第
九
章
「
伸
び
ゆ
く
杜
会
福
祉
」
第
二
節
参
照
）
。

嘉
永
元
年
(
-
八
四
八
）
五
月
二
十
二
日
生
ま
れ
、
昭
和
二
十
年
(
-
九
四
五
）
＋
二
月
二
十
九
日
没
。
易
国
間
出
身
で
大
間
に

住
み
、
晩
年
は
佐
井
村
に
転
出
。
膨
大
な
山
地
を
所
有
し
て
森
林
業
を
営
む
か
た
わ
ら
、
大
奥
村
会
議
貝
、
下
北
郡
会
議
貝
、
青
森

県
議
会
議
貝
二
期
を
歴
任
。
大
間
港
の
築
港
に
尽
力
し
た
。
大
奥
村
名
誉
助
役
、
大
間
漁
業
組
合
長
、
大
間
稲
荷
神
杜
氏
子
総
代
を

務
め
、
大
奥
村
発
展
に
尽
力
し
た
（
第
二
章
「
大
間
町
の
歴
史
」
第
四
節
参
照
）
。

須

藤

松

雄

明
治
二
十
三
年
(
-
八
九

0
)
十
一
月
一
八
日
没
。
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親
・
子
・
孫
三
代
の
研
究
で
飽
網
の
発
明
を
し
た

清
水
時
次
郎

（
一
九
一
四
）

頭
脳
明
晰
の
実
業
家
で
、
奥
戸
村
会
議
貝
、
学
務
委
員
の
か
た
わ
ら
、
明
治
三
十
八
年
(
-
九

0
五
）
に
は
水
車
を
、
大
正
三
年

に
は
奥
戸
河
畔
に
経
木
工
場
を
造
り
、
同
四
年
に
は
奥
戸
港
に
必
要
な
荷
揚
げ
用
の
桟
橋
造
り
に
尽
力
し
た
。

小
林
弁
太
・
弁
太
郎
・
唯
八

質
実
剛
健
の
徳
行
者
で
あ
り
、
村
民
の
人
望
を
集
め
て
き
た
義
狭
の
名
士
と
し
て
知
ら
れ
る
。
明
治
二
十
三
年
、
奥
戸
村
の
総
代

の
と
き
、
隣
村
の
大
間
と
飽
の
漁
場
問
題
（
飽
の
突
き
場
所
）
が
も
つ
れ
に
も
つ
れ
、
暗
礁
に
乗
り
か
か
っ
た
。
こ
こ
で
漁
民
代
表

と
し
て
大
間
へ
赴
き
、
熊
谷
権
四
郎
宅
の
旅
館
で
双
方
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
闘
志
あ
ふ
れ
る
激
烈
な
宮
野
慶
吉
の
説
得
力
が
効

を
奏
し
、
円
満
解
決
の
寸
前
と
い
う
と
こ
ろ
で
急
死
を
遂
げ
た
。
彼
の
名
声
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

正
太
郎
氏
は
父
の
志
を
継
ぎ
、
村
総
代
と
し
て
村
区
会
議
貝
を
兼
ね
、
春
日
神
社
総
代
な
ど
の
要
職
に
就
き
、
そ
の
性
剛
毅
活
達

に
し
て
村
の
た
め
に
努
力
し
た
（
第
六
章
「
交
通
・
通
信
」
第
二
節
参
照
）
。

安

東

元

格

嘉
永
四
年
(
-
八
五
一
）
一
月
五
日
生
ま
れ
、
大
正
十
五
年
(
-
九
二
六
）

四
）
、
青
森
県
済
衆
病
院
田
名
部
分
院
長
。
同
三
十
二
年
、
奥
戸
区
医
（
大
奥
村
村
医
）

章
「
伸
び
ゆ
く
社
会
福
祉
」
第
二
節
参
照
）
。

一
月
二
十
四
日
没
、

七
五
歳
。
明
治
七
年
(
-
八
七

と
し
て
開
業
。
奥
戸
小
学
校
校
医
（
第
九

（
第
五
章
「
産
業
経
済
の
興
隆
」
第
三
節
参
照
）
。
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し
ぐ
れ
の
色
の
み
つ
の
み
や
し
ろ

ぎ
の
ふ
ま
で
あ
お
か
り
し
葉
も
時
の
ま
に

な
ご
り
た
ち
そ
ふ
ま
き
の
秋
風

親
と
子
の
は
な
れ
か
た
み
に
引
駒
の

磯
に
う
ち
よ
る
音
の
か
な
し
さ

け
ふ
の
日
の
暮
れ
ぬ
と
つ
く
る
か
ね
を
な
み

詠
ん
で
い
る
。

岩
瀬
千
代
八

（
第
五
章
「
産
業
経
済
の

大
奥
村
村
会
議
員
、
奥
戸
漁
業
組
合
長
、
春
日
神
社
氏
子
総
代
。
昭
和
四
年
二
九
二
九
）
、
奥
戸
大
川
目
の
水
田
の
耕
地
整
理

組
合
工
事
を
起
工
し
完
成
さ
せ
た
。
春
日
神
社
境
内
に
記
念
の
石
灯
籠
一
対
と
鳥
居
が
献
納
さ
れ
て
い
る

菊

池

成

章

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
生
ま
れ
、

成
章
と
号
し
た
。

文
政
三
年
(
-
八
―

10)
没、

七
六
歳
。
九
州
の
菊
池
氏
の
後
裔
と
い
わ
れ
、
名
を
泰
作
、

田
名
部
代
官
所
の
御
勘
定
所
、
御
山
奉
行
を
務
め
る
禄
高
一

0
0
石
の
役
人
で
、

文
筆
・
短
歌
に
優
れ
、
大
間
と

奥
戸
の
牧
場
調
査
の
際
『
牧
の
下
草
』
を
著
し
た
が
、
名
文
の
脊
れ
が
高
い
。
大
間
在
住
の
間
、
大
間
に
か
か
わ
り
の
あ
る
五
首
を

大
間
ゆ
か
り
の
人
物

興
隆
」
第
三
節
参
照
）
。

879 



第12章 郷土の人物

宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
ー
六
一

i

-

）
、
当
時
の
藩
主
に
大
間
野
・
奥
戸
野
の
御
馬
別
当
を
任
命
さ
れ
た
人
で
、
現
在
も
尻
屋
に
残
っ

て
い
る
寒
立
馬
を
育
て
た
功
労
者
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
、
厩
舎
で
飼
わ
れ
て
い
た
馬
は
、
冬
季
に
な
る
と
東
通
り
や
西
通
り
の
農
家

に
委
託
し
、
雪
解
け
の
春
ま
で
飼
育
を
任
せ
て
い
た
。
こ
れ
が
農
家
の
苦
痛
の
種
に
な
っ
て
い
る
状
況
を
見
か
ね
た
五
右
衛
門
は
、

藩
主
に
願
い
出
て
馬
の
四
季
飼
い
に
挑
戦
。
極
寒
と
豪
雪
で
数
十
頭
の
馬
を
犠
牲
に
す
る
年
も
あ
っ
た
が
、
枯
木
を
燃
し
て
暖
を
と

り
、
舌
上
に
餌
を
ま
い
て
馬
を
鍛
え
、

は一

0
倍
に
は
ね
上
が
っ
た
と
い
う
。

延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
生
ま
れ
、
文
政
元
年
(
-
八
一
八
）
没
、
七
三
歳
。
日
本
最
初
の
実
測
地
図
を
作
っ
た
地
理
学
者
・
測

量
家
。
幕
府
の
命
に
よ
っ
て
寛
政
十
二
年
(
-
八

0
0
)
に
蝦
夷
地
か
ら
測
量
を
開
始
し
、
翌
享
和
元
年
(
-
八

oI

)

十
月
二
十

日
、
み
ぞ
れ
雪
と
大
風
の
悪
天
の
中
を
易
国
間
を
出
発
、
二
十
一
日
に
は
大
間
と
奥
戸
を
通
過
し
て
佐
井
に
向
か
っ
て
い
る
。

伊

能

忠

敬

＿
戸
五
右
衛
門

し
げ
き
増
れ
と
た
ね
は
尽
め
や

つ
い
に
冬
を
越
せ
る
強
靱
な
馬
の
飼
育
に
成
功
し
た
。
こ
の
功
に
よ
っ
て
五
右
衛
門
の
給
料

と
る
駒
の
み
ま
き
の
草
も
萬
代
に

あ
す
は
ふ
ち
せ
を
た
れ
に
さ
だ
め
ん

よ
な
よ
な
に
か
は
る
枕
も
あ
す
か
川
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真
澄
が
詠
ん
だ
大
間
ゆ
か
り
の
短
歌
七
首
を
紹
介
す
る
。

「
大
間
の
信
仰
」
参
照
）
。

最

上

徳

内

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
生
ま
れ
、

エ
ト
ロ
フ
な
ど
の
島
を
調
査
。
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
三
月
二
十
七
日
、

四
年
(
-
八

0
七）

天
保
七
年
(
-
八
三
六
）
没
、

八
一
歳
。
探
検
家
。

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）

千
島
調
査
の
帰
途
大
畑
経
由
で
奥
戸
に
宿
泊
。
文
化

に
は
大
目
付
の
遠
山
金
四
郎
、
普
譜
没
最
上
徳
内
の
一
行
が
大
間
・
奥
戸
・
佐
井
に
足
を
止
め
て
い
る
。

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
生
ま
れ
、
文
政
十
二
年
二
八
―
―
九
）
没
、
七
五
歳
。
三
河
国
の
人
で
国
学
者
・
紀
行
家
。
藩
の
薬
箪

園
に
勤
め
て
い
た
が
、
天
明
一
二
年
（
一
七
八
―
―
-
）
に
北
を
め
ぎ
し
て
旅
立
ち
、
以
後
四

0
年
近
く
奥
羽
・
蝦
夷
地
を
遍
歴
。
そ
の
見

聞
記
を
『
菅
江
真
澄
遊
覧
記
』
七

0
巻
に
ま
と
め
た
が
、
こ
れ
は
当
時
の
民
間
生
活
の
記
録
と
し
て
民
俗
的
に
も
非
常
に
優
れ
、
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。
菅
江
真
澄
の
筆
名
が
有
名
だ
が
、
大
間
の
奥
戸
に
着
い
た
と
き
は
三
九
歳
、
菅
江
真
澄
と
名
乗
っ
た
の
は
五
〇

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
で
あ
り
、

下
北
を
旅
し
て
い
た
こ
ろ
は
白
井
秀
雄
を
使
用
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る

蝦
夷
地
か
ら
の
帰
途
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
十
月
七
日
に
奥
戸
の
船
問
屋
小
谷
七
衛
門
宅
へ
宿
泊
。
翌
日
は
奥
戸
か
ら
材
木

を
通
り
、
八
幡
神
杜
に
詣
で
て
奥
戸
へ
戻
り
、
翌
日
も
雨
に
降
ら
れ
て
一
泊
。
十
日
に
奥
戸
の
牧
場
を
通
っ
た
際
は
、
牧
の
柵
が
虹

の
よ
う
に
見
え
た
と
書
い
て
い
る
。
大
間
の
牧
に
入
っ
て
中
山
越
の
道
を
と
り
、
左
賀
森
の
磯
・
高
岡
に
出
た
ら
磯
辺
に
大
間
の
町

並
み
が
よ
く
眺
め
ら
れ
た
と
の
記
述
も
あ
る
。

寛
政
五
年
（
一
七
九
一
―
-
)
-
―
一
月
―
-
+
―
―
一
日
、
真
澄
は
大
間
で
『
大
間
天
妃
縁
起
』
を
書
い
て
い
る

ひ
で
か
ね

白
井
秀
雄
（
菅
江
真
澄

ヽ

に
ク
ナ
シ
リ

（第一

0
章
第
一
節
の
第
三
項
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第12章 郷土の人物

色
使
い
も
美
し
い
。

バ
風
は
懸
か
り
悪
し
。

奥
戸
湊
は
一

0
二
戸
。
良
材
・
駿
馬
・
飽
白
子
を
産
す
る
（
略
）
大
間
ま
で
の
距
離
は
一
里
一
九
間
。
湊
は
深
く
ア
イ
風
、
タ

図
に
は

秦覧

棧［

丸t

飯
形
山
の
う
つ
す
末
葉
の
末
ま
で
も
さ
か
ふ
る
し
る
し
松
や
さ
か
へ
ん

し
お
が
ま
の
神
の
悪
は
み
ち
の
く
の
奥
の
浦
人
猶
あ
ふ
ぐ
ら
し

松
前
の
雨
の
山
々
）

日
は
西
に
入
と
し
見
れ
ば
弓
張
り
の
つ
ぎ
ぬ
恵
ぞ
あ
ま
照
ら
し
ま
す
（
奥
戸
湊
）

お

こ

べ

あ
さ
風
の
身
に
寒
か
ら
ん
う
ち
む
れ
て
を
こ
べ
峰
越
駒
ぞ
い
ば
へ
る
（
呼
胡
遍
）

（
塩
釜
大
明
神
）

こ
や
さ
ゆ
る
山
か
げ
な
ら
じ
昼
さ
へ
も
く
さ
の
は
つ
か
に
残
る
朝
霜
（
材
木
）

と
ぎ
の
ま
に
こ
な
た
は
睛
れ
て
海
越
の
山
に
し
ぐ
る
る
色
を
こ
そ
見
れ

あ
さ
日
影
巳
う
方
よ
り
と
け
そ
め
て
霜
お
く
山
に
露
む
す
ぶ
な
り
（
左
賀
森
の
笹
原
）

安
永
九
年
（
一
七
八

0
)
生
ま
れ
、
文
化
五
年
(
-
八

0
八
）
没
、
二
八
歳
。
伊
賀
国
宇
治
山
田
の
人
で
別
名
を
村
上
嶋
之
丞
゜

画
家
で
地
理
に
も
精
通
し
、
幕
府
の
役
人
に
随
行
し
て
絵
図
を
多
く
残
し
た
。
『
陸
奥
州
駅
路
図
』
の
う
ち
奥
戸
湊
・
大
間
湊
の
絵

大
間
湊
は
四

0
戸
。
駿
馬
・
飽
白
子
・
干
い
わ
し
を
産
し
（
略
）
間
屋
は
佐
々
木
屋
、
淡
路
屋
、
蛇
浦
ま
で
一
里
二
三
町
五

0
間。

な
ど
、
奥
戸
牧
や
大
間
牧
の
様
子
が
丁
寧
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
百
滝
稲
術
）

は
か
に
も
『
蝦
夷
島
奇
観
』
な
ど
有
名
な
作
品
が
多
く
、
絵
の
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漆

戸

茂

樹

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
生
ま
れ
、

八
）
に
巡
見
使
御
用
と
し
て
書
い
た
『
北
奥
路
程
記
』
と
い
う
絵
図
で
、
材
木
村
を
次
の
よ
う
に
細
か
く
説
明
し
て
い
る
。

材
木
は
家
が
二
三
軒
。
村
を
出
て
小
坂
あ
り
。
そ
の
向
こ
う
に
稲
荷
の
祠
あ
り
。
右
に
は
地
蔵
堂
。
少
し
行
く
と
左
に
新
釜

大
砲
場
あ
り
、
こ
の
辺
り
は
海
岸
が
険
し
く
、
こ
こ
ま
で
が
一
―
七
四
間
な
り
。
そ
れ
か
ら
赤
石
大
明
神
の
崎
あ
り
。
こ
こ
よ

り
六
六

0
間
行
く
と
小
坂
あ
り
。
黒
岩
崎
と
い
う
大
砲
場
あ
り
、
こ
の
新
大
砲
場
よ
り
奥
戸
入
り
口
ま
で
四
一
六
間
な
り
。
こ

の
辺
、
右
は
天
狗
山
・
松
木
立
、
左
は
野
山
・
畑
が
あ
り
奥
戸
に
至
る
。

松
浦
武
四
郎

文
政
一
一
年
(
-
八
―

10)
生
ま
れ
、

名
は
弘
゜

新
渡
戸
十
次
郎

明
治
六
年
(
-
八
七
―
―
-
）
没
、

明
治
―
―
年
(
-
八
六
九
）
没
、

八
十
四
歳
。
盛
岡
藩
新
当
流
師
範
役
。

天
保
九
年
(
-
八
―
―
-

四
九
歳
。
北
方
探
検
家
・
開
拓
者
。
伊
勢
須
川
村
の
人
で
本

ニ
七
歳
か
ら
蝦
夷
地
を
六
回
探
険
し
、
佐
井
ー
田
名
部
間
も
一
―
一
度
取
材
し
て
い
る
。
材
木
・
奥
戸
・
大
間
は
じ
め
下
北
全

域
を
詳
細
に
記
述
し
た
弘
化
―
一
年
(
-
八
四
五
）
刊
行
の
『
東
奥
沿
海
日
誌
』
が
有
名
で
あ
る
。

文
政
三
年
(
-
八
二

0
)
生
ま
れ
、
慶
応
―
―
一
年
(
-
八
六
七
）
没
、
四
七
歳
。
盛
岡
藩
士
で
大
間
の
高
磯
崎
砲
台
図
を
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）

に
描
い
た
人
。
開
墾
や
道
路
造
り
で
も
功
績
が
あ
っ
た
。

大
間
の
会
津
藩
士
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第12章 郷土の人物

江
戸
屋
（
不
詳
）

マ
ル
ヤ
ブ
と
マ
ス

⑮

伊

藤

屋

（
伊
藤
利
一
）

会
津
か
ら
大
間
に
移
住
し
た
会
津
藩
士
家
に
は
木
村
家
・
阿
部
家
・
高
畑
家
・
鈴
木
家
・
羽
生
家
・
山
田
家
・
松
原
家
・
真
柄
家

な
ど
が
あ
る
。

か
た
は
る

‘
木
村
家
は
藩
主
容
大
と
と
も
に
斗
南
ケ
丘
に
居
を
構
え
た
が
、
廃
藩
置
県
後
に
重
孝
が
大
間
支
庁
詰
と
な
っ
て
い
た
関
係
上
、

家
全
部
が
大
間
に
移
住
し
た
。
重
孝
は
大
間
戸
長
、
そ
の
長
男
重
功
は
少
年
の
こ
ろ
の
明
治
九
年
(
-
八
七
六
）
、
明
治
天
皇
の
束

北
巡
幸
の
際
、
田
名
部
校
四
人
の
学
生
代
表
の
一
人
と
し
て
天
皇
の
前
で
万
国
地
図
問
答
を
ご
覧
に
入
れ
、
賞
と
し
て
金
一
円
を
賜
っ

た
。
長
じ
て
は
佐
井
戸
長
、
大
奥
村
村
会
議
貝
、
大
間
区
会
議
貝
な
ど
を
務
め
て
村
の
自
治
に
尽
力
。
明
治
二
十
年
か
ら
大
正
七
年

（
一
九
ご
八
）
ま
で
大
間
郵
便
局
長
を
三

0
年
間
勤
続
し
た
功
労
に
よ
っ
て
正
七
位
勲
六
等
に
叙
せ
ら
れ
た
。

阿
部
家
は
会
津
城
落
城
後
直
ち
に
大
間
へ
移
住
し
、
高
畑
家
は
大
畑
か
ら
、
松
原
家
は
正
津
川
か
ら
移
住
し
て
き
た
。
と
り
わ
け

高
畑
熊
三
郎
は
明
治
二
十
三
年
の
市
町
村
制
発
布
以
来
、
大
正
二
年
に
死
去
す
る
ま
で
の
約
二
三
年
間
、
大
奥
村
長
と
し
て
村
政
に

大
き
な
功
績
を
残
し
た
。

〈
大
間
地
区
〉

イ
チ
リ
ュ
ウ
ゴ

-X 
若
狭
屋

（
小
浜
幸
一
）

佐
々
木
屋
（
不
詳
）

ヤ

マ

キ

チ

し

わ

く

や

含

塩

飽

屋

（
七
島
）

大
間
・
奥
戸
・
材
木
地
区
の
旧
家
と
現
戸
主

カ
ク
ボ
シロ

ヤ
マ
イ
チ

△
能
登
屋
（
新
田
繁
）

カ
ク
キ
ュ
ウ

因
伝
法
屋
（
武
内
昭
夫
）

イ
チ
オ
ロ
グ
イ
チ

一
△
山
崎
屋
（
米
沢
ふ
じ
）

ヤ
マ
ジ
ョ
ウ

企
嶋
屋
（
島
芳
朗
）

淡
路
屋
（
山
本
あ
き
）
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岩
瀬
（
岩
瀬
和
平
）

小
林
〈
魚
屋
〉
（
小
林
唯
八

カ
ネ
リ
ュ
ウ
ゴ

克
蛯
子
屋
（
蛯
子
研
三
）

カ

ク

サ

ン□
伊
藤
（
伊
藤
鉄
雄
）

ヤ

マ

カ

セ

八
ェ
蛯
子
（
蛯
子
・
北
海
道
ウ
ト
ロ
移
住
）

イ
ゲ
タ
マ
ル

令
金
澤
（
金
澤
弘
康
）

〈
奥
戸
地
区
〉

カ
ネ
イ
チ
オ
ロ
グ

司
仙
台
屋
（
仙
台
タ
キ
）

R
伊
勢
屋
〈
麹
屋
〉
（
竹
内
は
つ
）

マ
ル
ニ＠

高

橋

（

高

橋

仁

）

キ
ュ
ウ
ニ

広
―
紀
国
屋
（
紀
国
喜
一
）

ワ

ン

ド

シ
g

能
登
（
能
登
新
市
）

カ

ク

ノ固

高

松

（

高

松

直

）

マ
ル
オ
ロ
グ
イ
チ

R

林

（

林

善

亨

）

リ
ュ
ウ
ゴ
イ
チ

ヌ
柳
谷
（
柳
谷
あ
さ
）

ヤ

マ

マ

ン

合
小
谷
（
茨
城
県
大
洗
町
長
小
谷
隆
亮
）

ジ
ュ
ウ
イ
チ
シ
メ

故
加
賀
屋
（
金
澤
輝
光
）

マ
ル
カ
ネ
シ
メ

R
黄
金
屋
（
興
村
幸
太
郎
）

ヤ

マ

キ
今

マ
ル
ヤ
マ
コR

 

〈
材
木
地
区
〉

ヤ
マ
イ
チ△

菊
池
（
菊
池
栄
五
郎
）

マ
ル
ジ
ュ
ウ

④
佐
々
木
（
佐
々
木
重
造
）

ヤ
マ
ジ
ュ
ウ

小
（
佐
々
木
公
平
）

イ
チ
ジ
ュ
ウ
イ
チ

王
（
能
登
栄
太
郎
）

ヤ
マ
イ
チ

八―

こ
や
ど

山
田
〈
小
宿
〉
（
山
田
義
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第12章郷土の人物

受章者一覧 （昭和43年以降）

氏 名 主 応目 勲 等 年 度

佐々木浩造 消 防功労 勲七等青色桐葉章 昭和43年

菊 野 敏 美 消 防功労 勲七等青色桐葉章 46年

矢越甚蔵 消 防功労 勲六等瑞宝章 48年

岩瀬武三郎 消 防功労 勲六等単光旭日章 49年

大西善太郎 自治功労 勲五等瑞宝章・従六位 50年・57年

小 谷 菊 市 消 防功労 勲六等瑞宝章 50年

駒 井 正 雄 消 防功労 勲七等青色桐葉章 51年

伊 藤 勇 吉 消 防功労 勲七等青色桐葉章 52年

伊 藤 重 喜 消 防功労 勲七等青色桐葉章 57年

熊谷忠造 自 治功労 勲五等瑞宝章・正六位 58年・平成4年

島 長 次 郎 消 防功労 勲六等瑞宝章 59年

手 塚 国 美 自 治功労 勲六等瑞宝章 59年

松原孫衛 自 治功労 勲六等瑞宝章 61年

石澤 徹 厚 生功労 勲五等双光旭日章 62年

菊 池 武 夫 自 治功労 勲五等瑞宝章 62年

松 本 秀 雄 消 防功労 勲六等瑞宝章 62年

新 田 義 一 自 治功労 勲六等単光旭日章 55年

和 田 英 夫 気象庁功労 勲三等瑞宝章 平成元年

大 見 義 美 自 治功労 正六位勲五等双光旭日章 2年

佃 勝文 消 防功労 勲六等単光旭日章 2年

稲 葉 末 作 高齢者叙勲 勲六等単光旭日章 3年

泉 忠進 自治功労 勲五等瑞宝章 3年

高 橋 利 助 原生功労 勲五等瑞宝章 3年

蛯子冨二夫 自 治功労 勲六等単光旭日章 4年

小谷恒千代 自 治功労 勲六等単光旭日章 4年

菊池栄五郎 消 防功労 勲六等単光旭日章 4年

笹谷賢治 自 治功労 勲六等瑞宝章 5年

小谷 博 消 防功労 勲五等瑞宝章 5年

宮野慶毅司 高齢者叙勲 勲六等単光旭日章 5年

木村 功 高齢者叙勲 勲五等瑞宝章 5年

正 根 政 雄 自治功労 勲王等瑞宝章 6年

宮野正男 自 治功労 勲六等単光旭日章 7年

佐々木清喜 消 防功労 勲六等単光旭日章 8年

注）昭和43年以前については年表参照
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